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三
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現

お
わ
り
には

　
じ
　
め
　
に

（1）

平
安
・
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料
に
於
け
る
訓
読
法
の
異
同
は
」
先
学
の
御
研
究
に
よ
り
か
な
り
の
部
分
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
宗
派

間
の
訓
読
法
の
特
徴
的
異
同
や
、
博
士
家
間
の
異
同
な
ど
が
解
明
さ
れ
、
特
に
、
漢
籍
の
訓
読
に
於
け
る
訓
読
法
の
異
同
は
、
か
な
り
詳
細

な
部
分
ま
で
解
明
さ
れ
て
い
る
。
漠
字
音
の
面
か
ら
は
、
漢
籍
の
資
料
の
中
に
、
紀
伝
道
関
係
の
資
料
と
明
経
道
関
係
の
資
料
と
の
間
で
質

（2）

的
な
異
同
の
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
先
学
の
御
高
論
に
導
か
れ
て
、
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
を
中
心
に
、
漢
籍
訓
点
資
料
に
於
け
る
文
末
表
現
を
取
り
上
げ
て
、

紀
伝
道
関
係
資
料
と
明
経
道
関
係
資
料
と
の
間
に
、
訓
読
語
の
上
に
差
違
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



「
漢
籍
訓
点
資
料
に
於
け
る
和
文
語
の
出
現

遊
仙
窟
は
、
唐
代
の
小
説
で
、
本
文
は
四
六
文
を
用
い
、
韻
散
文
を
交
え
て
、
唐
代
の
俗
語
も
多
い
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
邦
へ

の
伝
来
は
、
奈
良
時
代
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
万
葉
集
等
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
、
以
来
、
日
本
文
学
へ
の
影
響
、
少
な
か
ざ
る
も
の
が
あ
る

と
言
わ
れ
る
。

鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料
と
し
て
は
、
近
年
、
山
崎
誠
氏
に
よ
り
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
八
韓
に
紹
介
さ
れ
た
零
巻
が
古
く
、
南
北
朝
時
代

の
真
福
寺
蔵
本
、
醍
醐
寺
蔵
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
院
政
期
以
前
の
資
料
は
加
点
本
、
無
点
本
を
問
わ
ず
知
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
に
取
り
上
げ
る
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
に
は
、
次
の
如
き
奥
書
が
存
す
る
。

右
此
書
者
江
中
納
言
維
時
卿
康
和
　
聖
主
薦
／
学
士
之
際
再
三
蒙
　
宣
旨
之
虞
未
聞
今
見
之
／
剰
仰
天
之
境
節
惑
仁
云
木
古
嶋
神
主

所
博
也
／
仇
維
時
卿
乗
毛
車
罷
之
虞
彼
神
主
着
布
衣
目
／
文
革
虫
槍
書
取
出
之
云
　
君
者
文
王
之
大
祖
／
我
朝
之
文
士
也
然
而
所
存

如
此
佃
被
受
早
其
後
／
所
召
御
侍
讃
也

本
云
正
安
二
年
二
月
十
一
日
書
寛
之
早

同
廿
八
日
交
点
了

康
永
三
年
十
月
十
六
日
模
之
託
／

（
以
上
本
奥
書
）

法
印
棒
大
僧
都
宗
算
（
花
押
）

醍
醐
寺
本
道
仙
窟
は
、
南
北
朝
時
代
康
永
三
年
の
書
寓
で
あ
る
が
、
そ
の
親
本
は
、
正
安
二
年
に
書
寓
・
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
訓
点
資
料
で
あ
る
。
本
奥
書
に
は
、
大
江
維
時
の
名
が
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
江
家
の
訓
説
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
と
す
る

（3）

に
は
、
否
定
的
な
研
究
も
存
す
る
。

醍
醐
寺
本
道
仙
窟
の
訓
読
は
、
日
本
書
紀
の
訓
読
や
石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
長
寛
点
の
訓
読
と
と
も
に
、
一
般
の
訓
点
資
料
と
は
異
な
る

特
殊
な
訓
読
を
さ
れ
た
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
特
殊
性
の
一
と
し
て
、
和
文
的
訓
読
語
が
指
摘
さ
れ
て

漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（4）
い
る
。
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
に
認
め
ら
れ
和
文
語
は
、
以
下
の
如
き
も
の
が
存
す
る
。

1
、
［
シ
テ
］メ

ク

て

　

を

ノ

ミ

シ

テ

ウ

カ

チ

　

　

　

　

　

の

　

　

　

チ

を

○
深
谷
帯
地
　
聖
二
穿
涯
（
平
濁
）
，
岸
　
〔
之
〕
　
形
べ
　
（
7
・
地
）

2

、

［

…

…

ナ

タ

］

ラ
ウ
ノ
　
　
ヒ
　
　
　
コ
ナ
タ
ア
ナ
タ

○
蝋
燭
（
訓
）
商
　
連
、

の

　

　

ヨ

　

モ

ニ

○
薫
（
平
）
香
（
平
）
四
－
面

タ
キ
　
　
　
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

3

、

［

イ

ヤ

…

…

］

ス
（
ミ
ヤ
カ
）
　
こ
　
ユ
（
キ
）
て

明
。
（
5
0
2
・
地
）

テ

　

　

　

の

コ

ナ

タ

カ

ナ

タ

に

　

ケ

リ

合
（
訓
）
先
－
色
雨
－
連
　
被
（
訓
）
　
（
9
6
・
韻
）

○
急

以
上
の
例
は
、
「
・

行
　
窮
－
奇

ア
ヤ
シ
ク

サ
ク
と

、
造
－
整
　
（
3
6
1
・
地
）

イ
ヤ
メ
ツ
ラ
ナ
リ

ナ
タ
」
に
韻
文
部
分
に
出
現
す
る
例
が
存
す
る
が
、
他
は
地
の
文
と
認
め
ら
れ
る
部
分
に
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

4
、
［
ケ
リ
］に

メ

タ

ラ

シ

を

　

　

　

　

　

ノ

　

ロ

　

レ

ナ

リ

ケ

リ

〇
三
日
　
続
　
梁
韓
（
平
）
－
祇
（
平
濁
）
飴
土
日
是
賛
（
訓
）
　
（
甑
・
地
）

、－ム

メ
テ
　
　
に
　
　
に
　
ア
ラ
サ
リ
ケ
リ
　
に

○
覚
　
後
忽
　
非
　
　
眞
　
（
9
0
・
韻
）

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
コ
ト

て
　
サ
リ
ケ
リ
　
マ
ウ
サ
　
　
　
サ
ウ
　
に

○
忘
　
不
　
通
一
五
－
渡
り
　
（
1
5
9
・
会
）

「
ケ
リ
」
は
、
平
安
後
半
期
の
訓
点
資
料
に
は
あ
ま
り
出
現
し
な
い
語
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
の
文
、
韻
文
、
会
話
文
に

出
現
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
の
和
文
系
の
語
は
、
い
ず
れ
も
会
話
部
分
、
又
は
韻
文
部
分
に
出
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

5
、
［
ク
］の

　
　
は
　
　
こ
シ
テ
　
マ
ウ
テ
ク
ル
コ
ト
　
　
の
　
ミ
チ
ノ
ミ
ソ
　
　
に
　
カ
ヨ
フ
メ
ル

○
人
跡
竿
　
　
及
　
　
烏
　
洛
　
練
　
通
　
　
（
1
4
・
会
）

に



コ

ト

サ

ラ

ニ

マ

ウ

テ

キ

テ

　

　

　

　

　

と

○
故
　
　
釆
　
　
祇
（
平
）
－
候
（
去
）
　
（
2
1
・
会
）

に
　
　
　
　
　
マ
ウ
イ
テ
ヽ
　
サ
ブ
　
　
　
　
　
　
ラ
フ

の
　
　
に
マ
ウ
テ
コ
ム
　
か
　
　
　
　
カ
タ
ハ
ラ
に

○
夢
裏
向
　
　
渠
　
　
連
　
　
（
5
2
0
・
韻
）

ム
カ
ハ
ム
　
　
ミ
マ
イ
カ
　
　
ア
タ
リ

シ

（

ハ

ラ

）

タ

て

　

　

の

　

　

　

　

　

レ

リ

○
且
、
　
取
二
讐
六
局
（
入
）
一
乗
　
（
2
5
5
・
会
）

キ
ヨ
ク
　
　
　
　
　
　
モ
テ
コ

マ

レ

に

　

レ

リ

○
少
府
、
希
来
　
　
（
捌
・
会
）

キ
マ
セ
リ

6
、
［
オ
ハ
ス
］

レ

　

カ

ヲ

ハ

シ

ヌ

ト

〇
十
娘
、
何
虞
　
去
、
　
（
媚
・
会
）

ユ
ケ
リ
ツ
ル

7
、
［
イ
ト
］

に

ス

　

　

ス

ル

こ

と

を

　

を

イ

ト

　

　

リ

○
張
－
郎
心
専
　
賦
　
　
詩
太
、
有
道
－
理
。
（
紺
・
会
）

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ナ
ハ
タ

タ

ル

ラ

ム

イ

ト

ツ

カ

ハ

ム

○
少
府
時
、
亦
應
二
　
　
太
飢
一
（
2
5
3
・
会
）

シ

又

　

　

イ

ト

ヨ

ク

ス

○
張
即
、
亦
－
復
、
太
能
　
（
3
3
3
・
会
）

す

ナ

ス

　

を

〇
五
捜
、
太
、
能
（
順
）
、
作
舞
、
（
3
5
5
・
会
）

イ
ト

8
、
［
イ
ト
ド
］

イ
　
マ
　
シ
　
　
　
イ
ト
　
ヽ
　
す
　
シ
タ
カ
ハ

○
向
－
来
、
太
－
主
不
遜
　
（
Ⅱ
・
会
）

ま

右
の
7
・
8
の
「
太
」
字
は
、
地
の
文
で
は
「
ハ
ナ
バ
グ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

9

、

［

ラ

ム

］

　

　

　

　

　

シ

ム

と
　
ウ
カ
レ
タ
ル
コ
へ
ノ
ミ
コ
ソ
　
カ
ヨ
フ
ラ
メ
　
　
　
　
に

○
無
事
　
風
－
聾
　
　
徹
こ
　
他
耳
一
（
2
4
6
・
韻
）

ア

チ

キ

ナ

ク

　

　

　

　

ノ

ミ

　

ツ

ケ

リ

漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て

三
一



鎌
　
倉

て

　

　

ヌ

○
定
知
、

よ
り
カ
　
レ
の

○
従
何

虞
時
　
代

に
キ
ク
へ
カ

〕
　
肯
ム
ヘ
ナ
ウ

ル
ラ
ム

一
乗
む

語
　
研
　
究

三
二

、
レ

ラ
ム

コ
ト

コ
ト
ヲ
　
ア
レ
ハ
コ
ソ

在
　
方
－
便

ア
タ
カ
ニ

と
ニ
ッ
キ
〈
シ
ク
　
ア
ナ
カ
ナ
に
　
　
キ
ル
ラ
メ
　
　
　
　
を

強
　
遊
　
（
訓
）
人
　
（
用
・
韻
）

（
2
1
6
・
韻
）

タ
ル
ラ
ム
　
イ
ト

○
少
府
時
、
亦
應

ツ
キ
く
シ
ウ
シ
テ
管

こシツ

○
方
－
便
　
　
　
待
こ

と
　
ヤ
ス
ラ
ヒ
テ
　
　
　
む

太
キ
ミ
カ
渠

t
p

ツ
カ
ハ
ム

飢
】
　
（
2
5
3
・
会
）

マ
ネ
カ
ム
こ
と
を

招

（
姐
・
会
）

1
0
、
［
メ
リ
］

の
　
ミ
チ
ノ
ミ
ソ
　
　
に
　
カ
ヨ
フ
メ
ル

○
鳥
　
洛
　
綾
　
通

（
1
4
・
会
）

に
　
ア
メ
ル
ヲ
　
ヨ
キ

○
既
　
有
　
好
意
（
訓
）

H
ノ

9
の
「
ラ
ム
」
、
1
0
の
　
「
メ
リ
」

1
1
、
［
コ
ソ
…
…
己
然
形
］

と

ウ

カ

レ

ク

ル

コ

へ

ノ

ミ

コ

ソ

○
無
事
風
－
馨

イ
カ
ニ
シ
テ
カ
　
　
タ
カ
　
ヘ
　
リ
　
　
ル

南
か
－
須
　
却
l
入
二
1
1
0
・
会
）

は
、
訓
点
資
料
中
そ
の
使
用
が
稀
な
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

カ
ヨ
〓
ノ
ラ
メ
　
　
　
　
　
に

徹
二
　
他
耳
一
（
班
・
韻
）

ア
チ
キ
ナ
タ

て
　
　
ヌ
　
　
　
　
　
に

○
定
知
、
心

キ
ク
へ
カ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
　
ア
レ
ハ
コ
ソ

肯
ム
ヘ
ナ
ウ
コ
ト

在
　
方
－
便

ア
タ
カ
ニ

と
ニ
ッ
キ
ノ
＼
シ
ク
　
ア
ナ
カ
チ
に
　
　
キ
ル
ラ
メ
　
　
を

強
　
遊
（
訓
）
人
　
（
4
7
8
・
韻
）

○
可
情
、
尖
　
頭
　
物
（
訓
）
終
－
日
在
二
　
皮
中
一
（
3
2
8
・
韻
）

カ
シ
ラ
ア
ル

イ
　
カ
　
ソ
　
　
　
　
は
　
　
　
ル
　
　
シ
　
へ
キ
モ
ノ
を
　
　
ル
　
ア
ル
シ
ノ
　
　
の
　
　
に
　
　
カ
へ
て
　
レ
ル
　
　
の
　
　
ノ
　
　
に

○
如
　
何
、
意
（
訓
）
不
同
　
應
　
来
二
主
　
手
裏
一
、
翻
入
二
客
懐
中
∴
　
（
4
2
7
・
韻
）

レ

ア
ク
ラ
シ
　
　
ス
ル
ト
ナ
ル
　
サ
キ
ア
　
ル

1
2
、
［
連
体
形
終
止
］

フ

○
請
、
五
捜
、
烏
に
　
ツ
タ
レ
ル

作
ニ

を

酒
章
。
（
2
2
8
・
会
）

を
　
　
　
　
ヒ
ネ
モ
ス
に
　
ア
ラ
シ
ム
ル
　
の
ナ
（
カ
）
に

1
3
、
［
己
然
形
終
止
］



イ

　

マ

　

シ

　

　

　

イ

　

ト

　

ヽ

○
向
－
衆
、
太
－
≧

右
の
巳
然
形
終
止
の
例
は
、

す

シ

タ

カ

ハ

　

　

　

に

ヨ

フ

ケ

ヌ

レ

不
遜
　
漸
【
≧
　
深
－
入
〔
也
〕
。
（
m
・
会
　
存
疑
）

ま

右
傍
仮
名
「
ヨ
フ
ケ
ヌ
レ
」
　
の
下
に
「
ハ
」
　
の
擦
消
の
あ
る
も
の
で
、
巳
然
形
終
止
の
例
と
し
て
疑
い
の
残
る

も
の
で
あ
る
。

1

4

、

［

エ

…

…

ジ

］

ク

ワ

　

　

　

　

　

　

ヘ

ナ

ス

ト

モ

　

シ

テ

シ

エ

ナ

サ

○
書
二
去
滞
J
l
匠
　
（
去
）
迎
－
生
　
模
（
訓
）
不
成
　
（
1
0
2
・
韻
）

エ

カ

キ

　

　

　

　

　

　

　

て

以
上
の
如
き
も
の
が
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
に
認
め
ら
れ
る
和
文
系
譜
の
出
現
の
実
態
で
あ
る
が
、
そ
の
出
現
は
、
比
較
的
会
話
部
分
や
韻
文
部

分
に
多
く
認
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
の
韻
文
部
分
は
、
張
文
成
と
五
捜
・
十
娘
な
ど
と
の
や
り
取
り
の
部
分
に
、

ヤ
ツ
カ
リ
［
二
一
ン
テ
　
テ

○
僕
、
因
　
詠
日
、
「
（
韻
文
）
」
　
（
3
7
）

カ
へ
シ
テ
　
　
か
　
　
乾
　
ク

○
報
二
　
余
　
詩
一
日
、
「
（
韻
文
）
」
　
（
4
1
）

て

の
如
く
、
会
話
に
准
ず
る
形
で
出
現
す
る
の
で
あ
り
、
会
話
部
分
と
韻
文
部
分
と
は
地
の
文
に
対
し
て
一
括
し
て
取
扱
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。
即
ち
、
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
の
訓
読
に
出
現
す
る
和
文
系
の
語
は
、
会
話
又
は
そ
れ
に
准
ず
る
部
分
に
使
用
例
が
多
い
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
以
外
に
、
漢
籍
の
訓
点
資
料
中
に
用
い
ら
れ
た
和
文
系
譜
は
、
管
見
の
及
ん
だ
限
り
で
は
、
神
田
本
自
民
文
集
天
永
四

年
点
に
認
め
ら
れ
る
。
神
田
本
白
氏
文
集
は
、
現
存
巻
第
三
・
四
で
あ
り
、
新
楽
府
の
部
分
で
あ
る
。

高
山
寺
本
荘
子
鎌
倉
初
期
点
で
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

［
ク
］

カ
（
タ
）
て
　
　
　
　
に
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
（
去
）

○
孔
l
子
、
謂
　
　
顔
－
回
　
目
「
回
（
人
名
）
、
来
。
（
以
下
略
）
」
　
（
二
十
八
1
2
6
）

オ

シ

ノ

ケ

て

　

を

　

　

　

　

　

　

と

シ

て

　

　

て

　

の

　

　

　

　

　

　

ヨ

　

て

　

コ

（

去

）

　

　

ヵ

タ

ラ

む

○
孔
－
子
、
推
　
琴
（
音
）
曙
（
去
）
－
然
　
而
嘆
　
日
「
（
中
略
）
」
召
而
来
。
吾
、
語
（
去
）
〔
之
二
二
十
八
1
5
3
）

［
イ
ト
］漢

籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ソ

フ

　

　

　

に

て

　

て

イ

　

　

　

　

　

　

む

　

こ

と

イ

ト

　

こ

と

ヤ

○
子
－
路
、
努
（
去
）
車
　
而
間
　
日
「
（
中
略
）
得
無
　
太
甚
　
乎
。
（
以
下
略
）
」
（
三
十
一
1
0
8
）

の

イ

　

　

　

　

　

　

イ

ト

　

　

　

　

　

ナ

ラ

ヤ

○
客
　
日
、
「
（
中
略
）
不
亦
泰
（
去
）
、
多
l
事
　
乎
（
以
下
略
）
」
（
三
十
一
4
7
）

三
四

高
山
寺
本
荘
子
鎌
倉
初
期
点
で
は
、
巻
第
三
十
三
に
「
太
」
字
の
付
訓
確
例
が
三
例
み
と
め
ら
れ
「
ハ
ナ
バ
グ
」
の
付
訓
が
あ
る
が
、
い
づ

れ
も
地
の
文
で
の
使
用
例
で
あ
る
。

［
ラ
ム
］

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

　

　

　

　

か

　

ツ

ラ

ム

〇
日
、
「
（
中
略
）
臣
（
音
）
窺
、
薦
　
（
去
）
大
l
王
、
薄
　
〔
之
〕
。
」
（
三
十
一
9

す

以
上
は
、
い
づ
れ
も
会
話
文
中
の
使
用
例
で
あ
る
。

史
記
孝
文
本
紀
延
久
五
年
点
に
も
、
平
安
後
半
期
の
訓
点
資
料
に
は
稀
に
し
か
見
出
さ
れ
な
い
と
言
わ
れ
る
「
ケ
リ
」
の
用
例
が
存
す
る

が
、
そ
れ
も

て

　

て

　

　

　

マ

コ

ト

ナ

リ

ケ

リ

○
薄
昭
還
報
日
、
「
信
　
　
　
〔
臭
〕
。
（
以
下
略
）
」
　
（
翌

の
如
く
会
話
文
中
の
使
用
例
で
あ
っ
て
、
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
に
於
け
る
和
文
系
譜
の
出
現
傾
向
を
裏
付
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

漢
籍
訓
点
資
料
の
例
で
は
な
い
が
、
平
安
中
期
の
彿
書
の
説
話
の
訓
点
資
料
で
あ
る
石
山
寺
本
仏
説
太
子
須
陀
寧
経
に
於
け
る
和
文
系
譜

（5）

の
出
現
も
会
話
部
分
に
片
寄
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
訓
点
資
料
に
於
け
る
所
謂
地
の
文
と
、
会
話
文
、
又
は
そ
れ
に
准
ず
る

も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
韻
文
と
の
訓
読
に
於
い
て
は
、
用
語
差
が
存
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
に
於
け
る
文
末
表
現

前
節
に
於
い
て
、
地
の
文
と
会
話
文
と
で
は
訓
読
用
語
に
差
の
あ
る
こ
と
を
推
定
し
た
が
、
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
を
資
料
と
し
て
、
そ
の
文

末
を
整
理
し
、
地
の
文
と
会
話
文
と
の
言
語
差
の
問
題
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

訓
点
資
料
は
、
一
般
に
、
言
語
資
料
と
し
て
比
較
的
良
質
の
も
の
に
は
、
仮
名
や
句
切
点
、
又
は
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
と
の
加
点
が
存
す
る



の
で
あ
り
、
そ
の
訓
点
資
料
に
於
い
て
は
、
句
切
点
に
よ
り
文
末
の
認
定
が
比
較
的
容
易
な
も
の
が
多
い
。
会
話
部
分
に
関
し
て
も
、
平
安

前
半
期
の
資
料
を
中
心
に
、
「
イ
バ
ク
…
…
ト
」
「
イ
バ
ク
…
…
ト
イ
フ
」
な
ど
の
呼
応
が
比
較
的
整
然
と
行
わ
れ
る
資
料
が
存
し
、
そ
の
認

定
も
容
易
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
は
、
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
の
加
点
資
料
で
あ
る
が
、
文
末
と
考
え
ら

れ
る
箇
所
に
、
必
ず
し
も
句
点
が
打
た
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
又
、
会
話
部
分
も
「
イ
バ
ク
」
の
呼
応
語
を
欠
い
て
お
り
、
文
末
・
会
話

部
分
の
認
定
に
は
整
わ
な
い
面
が
多
い
。
次
節
に
検
討
を
加
え
た
資
料
に
つ
い
て
も
、
特
に
、
会
話
部
分
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
整
わ
な
い

部
分
が
存
す
る
。
即
ち
、
文
末
・
会
話
部
分
の
認
定
に
於
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訳
注
な
ど
を
参
照
し
た
が
、
当
時
の
訓
読
を
再
現
す
る
上

に
於
い
て
、
窓
意
の
介
在
す
る
余
地
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
会
話
文
の
最
初
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
漢
文
の

表
記
と
ク
語
法
に
よ
る
定
形
が
存
し
て
、
こ
れ
に
頼
っ
て
の
認
定
が
可
能
で
あ
り
、
私
に
、
認
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
次
節
以
降

も
同
様
で
あ
る
が
、
各
資
料
の
右
傍
訓
、
即
ち
、
各
資
料
の
基
底
訓
を
中
心
に
一
通
り
の
訓
読
に
よ
る
集
計
を
試
み
た
も
の
で
、
左
傍
等
に

併
記
さ
れ
た
異
訓
が
存
す
る
場
合
は
採
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
と
、
加
え
て
真
福
寺
本
遊
仙
窟
文
和
二
年
点
を
取
り
上
げ
、
地
の
文
・
会
話
文
・
韻
文
と
資
料
中
に
一
通
存
す
る
書
簡

の
部
分
に
区
別
し
て
、
そ
の
文
末
を
整
理
し
た
も
の
が
表
一
で
あ
る
。
又
、
こ
の
表
一
を
基
に
ま
と
め
直
し
た
も
の
が
表
二
で
あ
る
。

＜

表

1

V

マ コ コ
ナ
…
コ
ト

ト ト

（倒
置
）

1 2
醍
地

2 5
醍
会
話

2 2 3
醍
韻
文

醍
書

眞
地

1 1
眞
会
話

1 1
眞
韻
文

眞
書

漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

形

ナ 口

形

ゾ

形 形

終 口

．

ゾ イ マ
ノ ニ

テ

形

ヵ
．

ガ ム

形

カ

レ

：
連

体

．＝
連

体

止
法
：
連

体

：
連

体

カ

ガ

セ

カ

…
連

カ

…
連

カ

…
連

：
連

体

ヘ
ン
ズ

ト

ス

形 形 形 形 ム
ト

ス

ル

体

形

体

形

体

形

形

1 21 3 4

6 22 9 1 1 1 1 7 1 36 2

4 22 7 3 3 99

．

2 9

1 1 11 2 4 7nHu

7 12 21 1 2 1 1 1 2 1 27 2

4 22 7 1 1 1 89

2 1 8



リ タ

＝
ノ

ヌ ツ シ
ム
ラ

ル

カ
：

ゾ

：

連 終 連

ラ

レ
ニ
＋

終 己 連

レ
＋

終

カ
：

連 終 命 連 終 終
体 止 止 然 体 止 体 止 令 体 止 止
形

終

止

形 形

ニ
ヵ

…
タ

ル

形 形

終

止

形

ヵ
：

形 形

ニ
ヵ
…

マ
シ

ッ

ル

形 形 形

終
止

形 形

．レl・ノ
’レIノ
法 ＋

タ
＝
ノ

タ

＝
ノ

法 tヌ ヌ ’ッ

ル

法

62 1 6 7 2 7

1 32 1 6 1 1 1 1 1 4

1 52 01 4 4 1 3 1 6 1

4 1

1 02 21 8 3 5

1 81 1 1 31 4 2 1 1 2

1 31 31 4 5 1 1 5

3 2

漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

メ ベ ゴ タ ナ ケ キ
＝
ノ

シ ト

シ

＝
ノ

‖
ノ
リ

連

体

形

ゾ

：
カ
：

□

：

連

体

形

ゾ

：
ヌ
＋

終
止

形

、

終
止

形

終

止
形

連
体

形

ヵ
．

ズ

＋
レIノ
タ

終

止
形

ザ

1

終

止
形

ナ

l
マ
、、

レ ‖ノ

終

止
形

’メ ．ベ ．ベ ‘ベ ベ
：
ナ ナ

＋
ナ
ル
＋

‖
ノ
＋

‖
ノ
＋
シ
＋
＋
ザ
＋
キ

レノ キ キ キ シ レ1・
ノ

リ ＝
ノ
ナ
リ

ケ
リ
ケ
リ
キ ＝ノ
＋

キ

1 3 2 1 01 1 1

1 1 1 3 2 1 81 1 2 4

2 2 01 2 1 1 11 1 1

1 1 4

1 4 42

1 3 1 82 1 1 11

51 2 1 1 51 1 1 1

1 5



終

ノ ノ □ ヤ
．
ト テ こ カ

．

ゾ

．

体
形

ゾ

．

ガ ナ

＿

ナ テ ザ

＿
シ

止
形

然

形

コ

止
形

：

ム

：

タ

ラ
＋

ム

：

ム
：
ム

カ
…

ム

カ
…

ム

カ
…

ム

：
ム
：
ム
：
ザ

ラ

ム

ヘ
ン
ゼ

ム

フ
＋
ム

＋

ム

＋

ム
フ
＋

ム

メ
＋

ム

ソ
：
・ラ
メ

1 1 1 2

1 1 1 1 1 1 1 1 42 2

1 2 01 2 1 3 4 4 41 2 1

1 1 1

1

1 1 1 5 1 1 1 1 12 1

1 7 2 1 1 1 1 42 2

1 1

漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ヲ ＜
助
詞

＞

ズ ジ ラ

シ
マ
シ

倒
置

コ
ト
コ
ト

命
令

形

ヌ 口
：
カ
：

連
体

形

ゾ

：
ベ
ヵ
ア
＿

ガ

終

止
形

終

止
形

終

止
形

連
体

形

ヵ

：
シ
メ

終

止
形

ヲ ヲ

（倒
置

）

〈
終
止

）

’ザ

ル

’ザ

ル

‘ザ

ル

ラ

＋
ズ

フ
ズ
へ
ン
ゼ

ズ

‘
マ
シ
＋

マ
シ

1 2 3 61

1 1 01 2 1 1 5 91 31 2

2 31 1 2 6 12 3 1

2 1 1

1 1 1 1 1

1 9 1 1 1 9 31 2

1 01 3 8 4 1

1 1



ノ

ミ
、

カ ヤ ゾ モ
ノ

ヲ

ト ニ

マ
ク
ノ

ミ

ト

十
ヵ

ジ

ャ
ベ
ヶ
ム

ヤ

ム
ヤ
ア

ニ
…

ベ
ヶ
ム

ヤ

ア

÷

：
テ

ム
ヤ

ア

ニ
…
ズ

ヤ

ア

テ

：
ム
ヤ

倒
置

ゾ

＋
ト

（倒
置

）

マ
シ

ヲ

1

1 1 1 1 1 4 1 4 2 5

1 4 1 3 2 1

1

1 3 1 1 4 1 4 1

2 1

1 1

漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

形

そ

の
他

終

止

形

係

結
び

形 形

n
H
u

ハLHHu
JHul
2 醍

％‘4ハHH
H
u

％02 ％95 ％6g 地

2 2 4 2 醍

％7nHu
％3nHHu
％3nHu

％gハLHu
％4 ％727 会

話

2 Z 3ハhu
2 醍

％6nHHu
％30 ％nH
u

％2nLHH
u

％0°gハLHHu
韻
文

％7ハhHu

％

0

7

．

2

0g

醍
書

％

9

6

．
2

％20

6
．
6

％203

96
．
7

眞

地

2 22 2 72 眞

％70 ％3nHH
u

％37 ％24 ％947 会

話

1 2 3 3 042 眞

％30 ％7nHu
％nHHu
％54 ％ハhHu
3 ％93nxHu

韻
文

％63

％

7

4

．

2

5QHu

眞

書



62 2 2

％O
nu
nHH
u

％nxu
nHu

仙
…
3 33 7

％gnH
u

％32

O
Hu
3 72 7

％nHHHu
nxu

％12

nHHu
％33

02 ％

5

1

．
nHu

3nHH
u

3 nu3

％gnuJ
％3nHu

値的2 4

％4 ％30

nxH
u

2

％7

右
の
表
二
よ
り
、
醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
共
に
、
地
の
文
で
は
、
活
用
語
終
止
形
が
9
6
％
以
上
を
占
め
て
お
り
、
用
例
文
数
は
少
な
い
が
、

書
簡
部
分
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
醍
醐
寺
本
で
は
9
0
％
が
活
用
語
終
止
形
で
あ
る
。
逆
に
、
活
用
語
終
止
形
の
比
率
が
最
も
低
い
の
は
、
会
話
文

で
あ
っ
て
、
7
0
％
強
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
、
韻
文
で
あ
る
。
即
ち
、
会
話
部
分
や
韻
文
部
分
で
は
、
活
用
語
終
上
形
以
外
の
終
止
、

又
、
活
用
語
以
外
の
語
で
文
を
終
止
す
る
場
合
の
比
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
会
話
文
・
韻
文
の
文
末
が
、
地
の

文
や
書
簡
に
比
べ
て
、
そ
の
表
現
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
便
宜
的
で
は
あ
る
が
、
表
「
よ
り
地
の
文
・

会
話
文
・
韻
文
・
書
簡
文
に
つ
い
て
、
表
に
分
類
し
た
項
目
数
を
検
討
す
る
と
、
醒
醍
寺
本
に
於
い
て
、
地
の
文
で
は
2
8
項
目
、
書
簡
文
で

は
1
4
項
目
が
出
現
す
る
の
に
対
し
、
会
話
文
で
は
6
4
項
目
、
韻
文
で
は
5
3
項
目
に
亙
っ
て
出
現
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
会
話
文
・
韻
文
に
於

い
て
の
文
末
表
現
が
、
豊
富
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
漢
籍
訓
点
資
料
に
於
け
る
文
末
表
現

醍
醐
寺
本
道
仙
窟
に
於
い
て
は
、
地
の
文
に
比
べ
て
会
話
文
・
韻
文
の
文
末
表
現
が
多
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟

を
含
め
て
、
漢
籍
の
訓
点
資
料
を
取
上
げ
、
会
話
文
に
限
定
し
て
、
そ
の
文
末
表
現
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
但
し
、
序
文
の
類
と
白

氏
文
集
・
毛
詩
は
、
全
文
を
対
象
と
す
る
。
取
上
げ
た
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
高
山
寺
本
荘
子
鎌
倉
初
期
点
（
荘
子
甲
）

漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

○
神
田
本
臼
氏
文
集
天
永
四
年
点
（
自
民
）

○
神
田
本
自
民
文
集
新
楽
府
序
天
永
四
年
点
（
自
民
序
）

○
史
記
呂
后
本
紀
・
孝
文
本
紀
延
久
五
年
点
（
史
記
）

○
猿
投
神
社
本
古
文
孝
経
建
久
六
年
点
（
孝
経
）

○
猿
投
神
社
本
古
文
孝
経
序
文
建
久
六
年
点
八
草
経
序
）

○
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
序
（
群
序
）

○
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
尚
書
（
尚
書
）

○
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
毛
詩
（
毛
詩
）

会
話
文
に
つ
い
て
、
表
二
と
同
様
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
三
で
あ
る
。

（
（
　
）
は
、
表
三
に
於
け
る
略
称
）

＜

表

3

＞

終

止

活 活 活

用 用 用
五 五 五
閻
連

盟
叩

叩
終

体 令 止
形

係
結

び

形 形

3 24 23 m肌4 醍

％5nHu
％5ハLHHu
％05 ％‘457

遊

2 0－Hu
2 荘

％3 ％3 ％nHu
礼 子

甲

4 g 237 申ネ
．

％‘44 ％02 ％2nnu
7 白

本

ハLH
H
u
66 旭

の
史

％0 ％53 ％34 ％047 記

2 nxu
7 孝

％2 ％709 経
序

％規

9日

孝

経

5 ハLH
H
u
＝渕 詩

％nHu
t4 ％53 ％97nxu

経

55 群

％7 ％29 序

O
Hu
3 324 尚

％A
．

％9 ％nHut47
書

％

0

m

oo
．

神
自

序



そ

の
他

2糾 24 0ハLHHu
4 ％

3

2

ハ仇

3 2

％39 ％22 ％50 ％30

5nxHu
3 95 35 41 2 7

％nxu
3 ％63 ％50 ％O

H
u

ハhu
g 3 6g 64 1
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u
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9 ％

3

2

．
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2
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．
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5 ％7

7
日

1

2
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ハh川
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．
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．
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こ
の
表
三
は
活
用
語
終
止
形
の
比
率
と
、
活
用
語
命
令
形
の
比
率
と
を
加
え
て
、
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
を
最
初
に
、
そ
の
比
率
の
低
い
も
の
か

ら
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
三
を
検
討
す
る
に
、
比
率
の
低
い
も
の
か
ら
順
に
、
高
山
寺
本
荘
子
鎌
倉
初
期
点
・
神
田
本
白
氏
文
集
天
永

四
年
点
・
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
と
な
り
、
文
末
の
活
用
語
終
止
形
・
命
令
形
の
出
現
率
は
、
約
8
0
％
又
は
8
0
％
以
下
で
あ
る
。
次
に
、
史
記
延

久
五
年
点
が
位
置
し
、
9
0
％
足
ら
ず
で
あ
る
。
猿
投
神
社
本
古
文
孝
経
序
建
久
六
年
点
以
下
、
猿
投
神
社
本
古
文
孝
経
建
久
六
年
点
・
金
沢

文
庫
本
群
書
治
要
毛
詩
・
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
序
・
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
尚
書
・
神
田
本
臼
氏
文
集
新
楽
府
序
天
永
四
年
点
の
順
に
、

9
0
％
を
越
え
て
出
現
す
る
。
以
上
の
資
料
は
二
群
に
分
け
ら
れ
、
前
者
、
遊
仙
窟
・
荘
子
・
自
民
文
集
及
び
史
記
が
、
紀
伝
道
関
係
の
訓
点

漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

資
料
で
あ
り
、
後
者
、
孝
経
・
毛
詩
・
尚
書
は
、
明
経
道
関
係
の
資
料
で
あ
っ
て
、
序
文
は
、
謂
わ
ば
、
地
の
文
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
即
ち
、
紀
伝
道
関
係
の
訓
点
資
料
の
会
話
文
に
於
い
て
は
、
明
経
道
関
係
の
訓
点
資
料
の
会
話
文
に
比
べ
て
、
文
末
表
現
が
多
様
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
史
記
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
で
も
明
経
道
関
係
の
訓
点
資
料
に
比
較
す
れ
ば
、
比
率
は
若
干
低
い
。
明
経
道

関
係
の
訓
点
資
料
に
於
け
る
会
話
文
の
文
末
は
、
活
用
語
終
止
形
・
命
令
形
の
出
現
率
か
ら
見
れ
ば
、
地
の
文
と
考
え
ら
れ
る
序
文
と
同
類

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

前
節
の
如
く
、
便
宜
的
で
は
あ
る
が
、
表
一
に
准
じ
て
表
三
を
分
類
し
、
所
属
項
目
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
8
5
項
目
、

高
山
寺
本
荘
子
5
3
項
目
、
神
田
本
白
氏
文
集
7
2
項
目
、
史
記
延
久
五
年
点
4
8
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
毛
詩
4
4
項
目
、

金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
尚
書
4
3
項
目
、
猿
投
神
社
本
古
文
孝
経
2
3
項
目
で
あ
り
、
紀
伝
道
関
係
の
訓
点
資
料
の
文
末
表
現
の
多
様
さ
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

紀
伝
道
関
係
の
訓
点
資
料
の
会
話
文
に
於
い
て
は
、
明
経
道
関
係
の
訓
点
資
料
の
会
話
文
に
於
け
る
よ
り
も
文
末
表
現
が
多
様
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
第
一
節
に
触
れ
た
漢
籍
訓
点
資
料
に
和
文
系
の
語
が
出
現
す
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。
第
一
節
の
和
文
系
譜
の
出
現
の
用
例
は
、
紀
伝
道
関
係
の
会
話
文
に
多
い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
紀
伝
道
関
係
の
訓
点
資
料
に
於
い
て
は
、

理
解
言
語
で
あ
る
訓
読
語
の
表
現
の
幅
が
広
く
、
多
様
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

お

　

わ

　

り

　

に

以
上
、
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
を
中
心
と
し
て
、
漢
籍
訓
点
資
料
に
於
け
る
地
の
文
と
会
話
文
及
び
韻
文
と
の
訓
読
語
に
差
の
あ
る
こ
と
、
紀

伝
道
関
係
の
訓
点
資
料
の
会
話
文
・
韻
文
の
文
末
表
現
が
、
明
経
道
関
係
資
料
の
訓
点
資
料
の
そ
れ
と
比
較
し
多
様
で
あ
り
、
明
経
道
関
係

資
料
の
会
話
文
は
、
よ
り
地
の
文
の
訓
読
に
近
い
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。

後
者
の
文
末
表
現
を
通
じ
て
紀
伝
道
関
係
の
訓
読
語
と
明
経
道
関
係
の
訓
読
語
と
の
間
に
質
的
な
差
を
認
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
全
く
疑



間
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
集
計
の
結
果
は
、
比
率
の
上
で
差
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
訓
読
に
よ
り
成
立
し
た
訓
読
語
に
違
い
が

あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
結
果
が
何
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
漢
文
訓
読
が
理
解
行
為
で
あ
る
以

上
、
訓
読
と
い
う
言
語
行
為
の
前
提
と
し
て
既
に
漢
文
が
存
在
し
て
い
る
。
訓
読
語
表
現
の
あ
る
部
分
は
当
然
既
存
の
漢
文
の
表
現
に
規
制

さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
文
末
表
現
に
つ
い
て
も
既
存
の
漢
文
の
表
現
に
よ
っ
て
か
か
る
差
違
が
生
じ
た
も
の
と
も
考

え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
確
か
に
、

か
ナ
ラ
む

○
湯
白
「
執
可
（
音
）
　
（
高
山
寺
本
荘
子
巻
第
二
十
八
1
7
4
）

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

シ

ハ

ラ

ク

〇
十
娘
日
、
「
（
中
略
）
小
府
、
何
須
　
　
浸
－
伯
　
　
　
」

（
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
1
8
9
）

へ

キ

　

　

と

ミ

タ

リ

カ

ハ

シ

タ

ヲ

ソ

ル

の
如
く
、
漢
文
本
文
に
「
執
」
「
何
」
字
な
ど
が
存
す
る
場
合
、
文
末
の
表
現
は
原
漢
文
に
規
制
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
文
末
表
現
の
異
同
は
、

紀
伝
道
関
係
の
訓
点
資
料
と
明
経
道
関
係
の
訓
点
資
料
と
の
原
漢
文
に
於
け
る
文
体
的
差
違
を
訓
読
語
の
上
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
の

考
え
方
も
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

し
か
し
、
一
方
で
、
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
を
例
に
取
る
と
、

○
無
軒
　
　
風
ゥ
㍗
ル
。
へ
墾
ソ

カ

ヨ

フ

ラ

メ

　

　

　

　

に

徹
二
　
　
他
耳
一
（
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
埜

ア

チ

キ

ナ

ク

て
　
　
ヌ
　
　
　
　
に
　
キ
ク
へ
カ
ラ
ム
コ
ト
ヲ

○
定
知
、
心
　
肯ムヘ
ナ
ウ
コ
ト

ア
レ
ハ
コ
ソ

と
ニ
ッ
キ
ノ
′
＼
シ
ク

の
　
　
は
　
　
　
　
こ
シ
テ

○
人
跡
　
竿
（
訓
）

に

　

こ

フ

○
請
、
五
嬢
、
為

マ
ウ
テ
ク
ル
コ
ト

及

ツ

ク

レ

ル

在
　
方
】
便

ア

タ

カ

こ

の
　
　
　
ミ
チ
ノ
ミ
ソ
　
　
に
　
カ
ヨ
フ
メ
ル

鳥
（
訓
）
洛
　
　
繰
通

を

ア

ナ

カ

チ

に

　

キ

ル

ラ

メ

　

を

強
　
激
　
　
（
訓
）
人
（
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
4
7
8
）

（
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
1
4
）

ア
　
ク
　
ラ
　
シ

○
可
－
情
、

イ

　

カ

　

ソ

○
如
－
何
、

の
如
き
「
コ
ソ
・

ま
　
　
　
　
　
ル
　
　
シ
　
へ
キ
モ
ノ
を
　
　
ル
　
ア
ル
シ
ノ
　
　
昭
　
　
に
　
　
カ
へ
て
　
レ

意
ノ
訓
）
不
同
　
應
　
来
二
主
　
手
裏
二
．
翻
入

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ス
ル
ト
ナ
ル

尖

作
二
　
洒
章
。
（
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
型

－
レ

サ
キ
ア
ル
　
　
を
　
　
ヒ
ネ
モ
ス
に
　
ア
ラ
シ
ム
ル
　
　
の
ナ
（
カ
）
に

頭
　
物
（
訓
）
終
－
日
在
二
　
皮
中
t

カ
シ
テ
ア
ル

ル
　
　
シ
　
ヘ
キ
モ
ノ
を
　
　
ル
　
ア
ル
シ
ノ
　
　
の
　
　
に
　
　
カ
へ
て
　
レ
ル

（
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
3
2
8
）

の

　

ノ

　

に

二
客
懐
中
一
、
（
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
竺

巳
然
形
（
係
結
）
」
「
ゾ
…
…
連
体
形
（
係
結
）
」
「
連
体
形
終
止
」
に
於
い
て
は
、
訓
読
語
表
現
の
前
提
と
し
て
の
原
漢
文

漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て
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四
八

の
影
響
、
即
ち
原
漢
文
の
文
字
面
に
よ
っ
て
謂
わ
ば
必
然
的
に
成
立
し
た
訓
読
表
現
と
は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ
、
訓
読
と
い
う
言
語
行
為

の
中
で
の
表
現
性
の
問
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
文
末
表
現
の
差
と
し
て
現
れ
る
。
又
、
明
経
道
関
係
の
資
料
中
に
も
存
在
し

な
い
訳
で
は
な
い
が
、
紀
伝
道
関
係
の
資
料
の
中
で
は
、
文
の
倒
置
が
目
立
つ
。
例
え
ば
、
史
記
孝
文
本
紀
延
久
五
年
点
に

に
オ
ソ
ラ
（
ク
）
ハ
　
　
　
　
　
ア
（
ヤ
マ
）
テ
　
を
　
　
て
ハ
ツ
カ
シ
メ
ム
コ
ト
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

○
常
　
異
、
　
　
　
過
　
　
行
以
羞
　
　
　
　
先
帝
之
遺
徳
。
（
「
行
」
右
傍
仮
名
虫
損
不
明
）
（
2
7
2
）

ニ
　
オ
ツ
　
（
付
合
点
）
ア
ヤ
マ
チ
ノ
　
　
　
　
一
こ
と
を

の
如
き
例
が
存
し
、
右
傍
の
訓
に
従
え
ば
倒
置
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
左
傍
の
訓
に
従
え
ば
返
読
の
例
で
あ
る
。
同
一
箇
所
の
訓
読
に

異
同
の
現
れ
た
例
で
文
末
表
現
に
差
の
現
れ
る
例
で
あ
る
が
、
倒
置
と
す
る
か
返
読
と
す
る
か
は
訓
読
の
場
で
は
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
得

る
例
で
あ
る
。

文
の
倒
置
が
原
漢
文
の
制
約
か
ら
全
く
無
縁
で
も
あ
る
と
も
い
え
な
い
が
、
倒
置
と
し
て
訓
読
表
現
を
行
う
か
、
返
読
し
て
訓
読
表
現
を

行
う
か
は
、
あ
る
程
度
訓
読
語
の
側
の
表
現
の
問
題
に
帰
す
る
部
分
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
文
末
表
現
に
差
の
生
じ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

原
漢
文
の
制
約
を
全
く
無
視
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
和
文
系
譜
の
出
現
の
状
況
と
文
末
表
現
の
寡
多
と
を
考
え
合
わ
せ
れ

ば
、
紀
伝
道
関
係
の
訓
点
資
料
に
於
い
て
は
、
よ
り
多
様
な
訓
読
が
行
わ
れ
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
1
）
　
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
　
（
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）

築
島
裕
「
成
唯
識
論
の
古
訓
法
に
つ
い
て
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
四
十
六
巻
第
十
号
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
）

築
島
裕
「
平
安
時
代
の
古
訓
点
の
語
彙
の
性
格
－
大
日
経
の
古
訓
点
を
例
と
し
て
－
」
　
（
『
国
語
学
』
第
八
十
七
集
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
）

築
島
裕
「
大
日
経
疏
の
古
訓
法
に
つ
い
て
」
　
（
『
五
味
智
英
先
生
古
稀
記
念
上
代
文
学
論
叢
』
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
）

三
保
忠
夫
「
蘇
悉
地
掲
羅
経
古
点
の
訓
読
法
」
　
（
『
国
語
学
』
第
一
〇
二
集
、
昭
和
五
十
年
九
月
）

日
本
雅
章
「
不
動
儀
軌
の
古
訓
点
に
つ
い
て
」
　
（
『
築
島
裕
博
士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
』
昭
和
六
十
一
年
三
月
）

（
2
）
　
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
き
て
の
研
究
』
　
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
、
武
蔵
野
書
院
）



（
3
）
　
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）

（
4
）
　
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
（
昭
和
三
十
八
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）

（
5
）
　
小
林
芳
規
「
石
山
寺
蔵
仏
説
太
子
須
陀
肇
経
平
安
中
期
点
の
訓
読
語
に
つ
い
て
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
七
十
一
・
七
十
二
輯
合
併
号
、
昭

和
五
十
九
年
五
月
）

［
付
記
］
　
本
稿
は
、
平
成
元
年
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
於
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
基
づ
い
て
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
御
指

導
を
戴
い
た
小
林
芳
規
先
生
・
菅
原
範
夫
氏
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
尚
、
本
研
究
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
総
合
研
究
（
A
）

「
平
安
鎌
倉
時
代
語
研
究
資
料
の
綜
合
的
調
査
研
究
』
（
代
表
　
小
林
芳
規
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て




